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ささりさこだ

1） 本書は，昭和58年度に調査を実施した五日市ニュータウン造成事業に係る笹利迫田遺

跡（広島県佐伯郡五日市町大字石内字迫田1569番地所在）の発掘調査報告である。

2） 発掘調査は，株式会社村上興産の委託を受け財団法人広島県埋蔵文化財調査センタ

ーが実施した。

3） 出土遺物の整理，実測，図面の製図等は鍜治益生が中心となって行い，写真は鍜治が

撮影した。

4） 貝類の同定は，広島大学理学部附属向島臨海実験所長稲葉明彦氏,石材の同定は,広島

大学理学部地質鉱物学教室柴田喜太郎氏に依頼した。

5） 本書使用の遺構略号は以下のとおりである。 SB:住居跡, SK:土擴。

6） 本書に掲載した第1図は，建設省国土地理院発行の50,000分の1（広島）を使用し

た。

7） 本書の執筆は, (I)～(In), (Ⅳの出土土器を除く ), (V=1)鍜治, (Ⅳの出土土器),

(V-2)妹尾周三が分担して行い，鍜治が編集した。

8） 当センターは，昭和53（1978）年に設立して以来，今日まで調査報告書を36冊刊行

してきたが， このたび報告書の保管，利用上の便宜を図るため，今後発刊する報告書に

は通し番号を記載することとした。
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(I) は じ め に

広島県佐伯郡五日市町は，広島市の西隣りに位置して人口約96,400人（昭和59年8月現在）

を有する町で，町単位の人口規模としては全国第1位の自治体である。これは昭和30年代後半

からの高度経済成長政策の推進と相俟って急速に広島市の都市化が進行し，それにつれて市街

地及び宅地が周辺部に拡大する傾向が現われ，周辺市町村にもこの傾向が波及したためである。

なかでも五日市町は気候温暖，都心部への交通の至便さから宅地化が急激に進行し，現在もこ

の傾向が続いている。なお，五日市町は昭和60年3月20日，広島市と合併する予定である。

このような状況下にあって，昭和49年9月，村上興産株式会社（以下「村上興産｣という｡）
いしうち ささり

から広島県教育委員会（以下「県教委」という｡）に，五日市町石内字笹利から同町上河内字中

郷付近にかけての山林約60haの宅地造成計画に伴う文化財の有無ならびに取扱いについての

照会があった。 このため県教委は当該地の分布調査を実施したが遺跡は確認されなかった。そ

の後，昭和50年5月に広島県は諸般の事情から五日市町石内地区の開発を凍結したが，村上興

産は昭和57年12月に宅地造成の許可を受け，翌年4月に工事に着手した。 ところが翌5月に

なって進入路の工事中に多量の貝及び土器が発見された。工事は前述のようにすでに進行して

おり， 設計変更等による現状保存は困難なことから財団法人広島県埋蔵文化財調査センター

(以下「センター」という｡）に発掘調査の依頼があった。センターでは，昭和58年度事業はす

でに年間計画のもとに発掘調査を実施中であるため，現段階では調査は不可能であるが，以後

の調査計画に変更が生じた場合は再度協議する旨の回答をした。その後，再び調査の依頼があ

り，調査が可能となったことから委託契約を締結し，調査は昭和58年11月4日から12月2日

までの1か月間，センターの鍜治益生，辻満久があたった。なお，本遺跡の名称は調査時にお
ささりさこだ

いては笹利迫田貝塚としたが，調査の結果，後述のように貝塚のほかに住居跡が存在すること

から，遺跡の性格上， 名称を笹利迫田遺跡とした。

本報告は，今回の調査の成果をまとめたもので，弥生時代後期の資料を収録したものである。

本報告書が学術研究にとどまらず，当地域研究の新たな資料として多くの方々に活用されれば

幸いである。

調査にあたっては，五日市町教育委員会，村上興産，株式会社青木建設ならびに地元の方々

に多大な御協力を得た。また広島大学理学部附属向島臨海実験所長稲葉明彦，広島大学理学部

地質鉱物学教室柴田喜太郎の各氏から御教示を得た。末筆ながら記して謝意を表したい。

－1－



(II)位置と環境

ささりさこだ

笹利迫田遺跡は，広島県佐伯郡五日市町大字石内字迫田に所在する。五日市町は南を瀬戸内
しゃかがたけ

海に面し，他の三方は釈迦ヶ岳，窓ヶ山，極楽寺山の各山塊に取り囲まれ，東は広島市西区，
ゆさ

北は安佐南区，佐伯郡湯来町，西は廿日市町と境を接する。 これらの山塊は標高300～700m

を測る高位瀬戸内面の丘陵に属し，山麓には低位瀬戸内面扇状地形等の丘陵群が展開する。

第1図五日市町主要避跡分布図（1 ：50,000）
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一方沖積地は，極楽寺山塊と窓ヶ山山塊とを横断する八幡川とその支流の石内川流域及び八幡

川，三筋川両河川の河口部に当る現在の市街地付近に広がる。なお山陽本線以南の地域は近世

以降の埋立てによって新たに開かれた地域である。

ところで五日市町内の遺跡分布を概観すると， 旧石器時代に属する遺跡はその実態について
くちしげ

不明確な部分が多いが，最近の発掘調査で倉重2号遺跡より弥生土器などと共に安山岩製舟

底形石器1点が出土した。なお，他に同時期の遺物がないため詳細は不明である。 また，昭和

45年に調査が実施された同町三宅所在の峨等遺跡111の表採資料中に有茎尖頭器1点が含まれ

ており，旧石器時代末から縄文時代初頭頃の遺物である可能性が指摘されている(2％

縄文時代については先述の円明寺遺跡をはじめ，町内で15遺跡が確認されている。その分布

状況は市街地西側の極楽寺山塊の比較的比高の低い丘陵先端部を中心に展開している。このう

ち遺跡の内容が明らかな遺跡にはまず円明寺遺跡(2)がある。本遺跡は縄文早期～前期，後期～

晩期にかけての土器・石器類が出土したが，後世の撹乱のため遺構及び堆積状況については明

らかではない。また同町利松所在の莉雛昔遺跡I3lは昭和41年発掘調査が行われ, 4層の包含

層が確認され，縄文早期の土器を中心に石器などが層序的に出土した。一方，同町五日市所在

の五日市小学校校庭遺跡〈4)は，昭和25年運動場拡張工事の際,縄文中期～後・晩期にかけての

土器が出土した。本遺跡は当時陸地に近接した内海上の小島で，同時代人の生活圏が内海島喚

部に及んでいた点，広島市所在の比治山貝塚と同様な傾向を示している。

弥生時代の遺跡は，主として散布地を中心に町内約100ヶ所以上の所在が知られているが，

その大半は後期に属するもので前・中期に湖るものは僅少である。 また， その分布状況は縄文

時代同様，周辺山麓に展開するとともに新たに小さな谷斜面や比較的標高の高い丘陵上にまで

進出する傾向を示す。現在まで大規模な発掘調査例は少ないが，近年の調査によって同時代の

集落の状況が次第に明らかとなりつつある。昭和44年発掘調査が行われた同町坪井所在の寺山

遺跡(4)では弥生時代後期の円形住居跡1軒を検出したほか，箱式石棺’基を確認した。このうち

住居跡は直径約5mで主柱穴は3ヶ所確認するとともに，炭化した柱材が残存しており， この

ことから火災に遭遇したものと推定された。 また，石棺については伴出遺物がないもののこの

住居跡と近接することから同時期のものと想定している。一方,昭和47年新幹線工事に伴い調

査が実施された利松遺跡〈5)からは弥生時代前期及び後期の土器片が少量出土している。 この遺

跡は二次堆積によって形成されたものと推定されており，縄文土器・尖頭器などが混在した状

況で出土した。ただ， この遺跡は石内川との比高6～7mで扇状地扇端部に位置し，初期農耕

には適した地であったことがうかがわれる。

ところで，笹利迫田遺跡調査の前後に山陽自動車道建設工事に関連して，石内周辺で長尾城
すいしがじ』う じようあんじ

跡.水晶城跡．浄安寺遺跡など一連の調査が実施された(6％この3遺跡とも弥生時代後期の遺

構・遺物が確認されたがとくに浄安寺遺跡では丘陵尾根線上ならびに斜面にかけ,後期に属す

る住居跡約60軒以上を検出した。これらの住居跡は，群構成をなすとともにこれに付属する貯

－3－



蔵穴が伴うことが明らかとなっており，本地域における狭小な谷水田を生産基盤とした集団の

社会構造が解明されるものと期待されている。

古墳時代になると，古墳は知られているが集落跡，生産遺跡などの遺跡の分布は現時点では明

らかではない。古墳の分布についても現在把握されているものは少なく，弥生時代の遺跡が比

較的知られているのに対してあまりにも少なすぎる感を呈する。ただし古墳の分布状況では丘

陵先端付近に位置するものが多く， とくに交通の要衝などに点在することが注目される。 この

うち同町三宅所在の三宅古墳(4)は，西広島バイパス建設に伴い発見された横穴式石室を内部主体

とする古墳で，後世の撹乱を受けてはいたものの，内部主体から須恵器，鉄刀，鉄鑛，耳環な

どが出土した。また，倉重所在の倉重古墳(7)は昭和47年に調査が実施され，横穴式石室を内部主

体とすることが明らかとなった。玄室床面は偏平な石を敷いたうえに炭を敷く特徴をもつ。遺

物は玄室内より須恵器7点が出土した。

古代.中世の遺跡には最近の調査で, 8世紀後半の官衙跡と推定された箪造閃遺跡181や,鎌倉

期の瓦類が出土した円明寺遺跡があるほか， 中世山城跡，古墓の存在が知られている。 とくに

当地域は戦国期末の大内・毛利両氏の勢力が衝突を繰返した地で，瀬戸内海を臨む山頂付近や交

通の要衝となる谷頭の丘陵上に展開する。 このうち同町石内所在の水晶城跡(9)は本丸を中心に

4方向に多数の郭・堀切などを配する大規模な山城でその重要性をうかがわせている。 また昨

年調査された長野遺跡(10は16世紀中葉頃の屋敷跡と考えられている。
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昭和43 （1968）年。
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(10五日市町教育委員会『長野遺跡発掘調査概報』 昭和60 (1985)年。
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(Ⅲ）調査の概要

ささりさこ瞳

笹利迫田遺跡は，石内川の支流笹利川の開析作用によって形成された南北に狭長な笹利の谷

のやや奥まった場所に位置し，北西方向より派生した丘陵先端部の急傾斜面上に立地する。本

遮跡は標高105～115mの丘陵上にあり，周辺部には狭小な谷水田が湾入し，これらの水田面と

の比高差は10～20mである。遺跡周辺は本来急斜面となっていたものを階段状に畑地化したも

のであったが，現状では雑木が生い茂る荒地となっていた。

遺跡は，今回の発掘調査の直接的契機となった貝塚を斜面中位で確認していたほか，調査前

の試掘調査で調査区最高所より一段下った尾根筋上の畑地から住居跡状の落込みを確認してい

たため，調査はこの丘陵先端の尾根線から南側斜面にかけ約600m2を対象に実施した。なお，

調査にあたっては遺跡が急斜面に立地することから土層観察用畦畔を尾根筋に沿って1本設定

するにとどめた。調査の結果，試掘で確認された住居跡(SBO1)のほか， 貝塚から北西約12

m離れて貯蔵穴らしき土塘(SKO2), また貝塚下層から掘込み多最の土器が出土の土塘(SK

03）を検出した。
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(Ⅳ）遣構と遺物

SBO1 (第4図，図版2)

調査区最高所から一段下った標高約115mの畑地の先端部で検出した円形の竪穴住居跡で，

南半部は，後世の撹乱等で著しく流失していた。遺存状態の良好な北半部では住居跡床面から

の壁高が約60cmで，約65度の角度で立上る。床面はやや南東方向に傾斜していたが，貼床等

の痕跡は認められなかった。壁際には幅8～12cm,深さ1～9cmで壁溝が途中途切れた状況で

◎身
。、⑥

◎身
。、⑥

、

､L
存ﾏーデャベ

黄褐色砂質土

淡灰褐色砂質土

灰褐色砂質土

3．黄褐色砂質土 9．黄褐色砂質土
4．淡黒褐色砂質土10．黄褐色砂質土
5．淡黄褐色砂質土11．淡黄褐色砂質土
6．黄褐色砂質土(カーボンを含む）

14

15

16 L－一、

第4図SBOl実測図(1:60)
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廻っており，壁溝中より小ピット4を

検出したが，配列には規則性は認めら

れない。 また，床面より径20～30cm,

深さ17～59cmのピット7を検出した

が，南半部流失により柱の対応関係が

把握できず，主柱穴は明らかにできな

かった。なお，出土遺物は住居跡覆土

中から弥生土器小片を少量と砥石1点

が出土したのみである。

ところで，本住居跡南側より西側に

かけ，幅約2.5mの平坦面が造成され

ているが， これは現畑地開墾以前に開

かれた畑地で， この平坦面より検出し

た溝状遺構についてもこの時期に属す

るものと考えられる。
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第5図SBOl出土石器実測図(1 :2)

出土遺物（第5図，図版11)

砥石縦長の砂岩系ホルンヘルスを

石材として使用したもので，長さ14.4

cm9幅3.9cm,重さ175.7gで， 断

面は菱形を呈する。側面にあたる三面

上には長軸方向に擦痕が遺存するが，

両端部については擦痕は認められない。
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SKO2 (第6図，図版2)

SKO1から約10m下った標高約109

mの南向き斜面に検出した土塘で，急

傾斜面上に位置するため，南西半部は

流失している。遺存状況の良好な北半

部では，平面形は隅が丸く 「．」字状

を呈していることから，本来，隅丸方

形を呈すると推定される。北辺上端の

長さ3.4m,下端の長さ2.9m,深さ

1.0mで，北壁及び東西壁は床面より

一一一

’
土層説明

1 ．地山プロ･ソク

2．淡灰白色砂質土
3．黄褐色砂質土
4．地山ブロック

5．淡黄褐色砂質土
6．淡禍色砂質土
7．淡黄褐色砂質土

2－トヨ、

第6図SKO2実測図(1 :60)
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L一局一一

第7図貝塚断面図(1 :60)

ほぼ垂直に立上る。床面はほぼ平坦で，何ら施設

をもたない。土塘の覆土は暗褐色・褐色系の砂質

土で何ら過物を包含しないが，床面直上からわず

かに炭の層が認められた。なお本土塘の性格につ

いては遺構の半分以上が流失し，遺物が皆無であ

ることから明確にはしがたいが，底面にわずかな

炭の層が遺存していた状況から貯蔵穴であった可

能性が考えられる。

－

＝ニト
－1”.”、

SKO3 (第8図，図版3)

SKO2の南東方向に約5．5m離れた貝塚より検

出した土擴である。本遺構は土取I)工事の際，上

半部を著しく削平されており本来の規模を明らか

にはできないが，現状では長径1.2m,短径l.1

m9深さ0．6mの楕円形を呈する。本遺構は， 貝

塚の断面を精査の結果， この斜面に貝が投棄され

始めた初期の段階に貝層を掘込んで造られたもの

で，出土土器が底面よI)浮いた状況にあり， また

土器に伴って貝が混入していることから，本遺構

掘削後一定期間を経過した後，土器を貝類ととも

に投棄したものと考えられる。

｡●岸＝

1－弓三野､，

第8図SKO3及び土器出土状態実測図

(1 :30)

＝一

貝塚（第7図，図版4）

標高約108m付近の南東急斜面に堆積していた

もので，発見後の崩落によりややオーバー・ハン

L…一弐m

第9図貝塚出土鉄器実測図(1 :2)
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グした状況を呈していた。発見時の状況等が明確でないため本来の規模等については不明であ

る。本貝塚については当初何らかの逝構の廃棄に伴って投棄されたと考えていたが，調査の結

果，貝塚形成初期に掘込まれたSKO3以外に何ら適構の痕跡を留めず， 自然傾斜面に投棄され

た状況にあった。現状で明らかにできた貝塚の規模は幅5.5m,最も厚い部分で0.7mであっ

た。貝塚は，上面及び下面でやや土が混入し締った状況を呈し， 中位にかけては，ほとんど土

を含まず，純貝層の状況を呈しているが，分層できるほどのものではなかった。 また貝種に関

しても上層より下層にかけて際だった相違は認められず，マガキを主体（全体の約90％）にア

サリ，ハマグリ等の二枚貝，マテ貝等の巻貝類など，岩礁及び砂泥等に生育する海水産を主体

に，若干の淡水産の貝類が認められた。一方貝層中には土器片等が混入しておI), とくに上層

においてその傾向は強いが，ほとんどの土器片が細片であることなどから斜面上方よりの流れ

込みと思われる。 また，鉄製の鎌1点が貝層中位付近より出土している。

出土遺物 （第9図，図版11)

鎌残存長7.7cm,鋒幅0．4cm,幅3.7cmであり，鋒部はほぼ直線的で， 刃部はやや内湾

する。端部は約lcm折返し，柄装着部を造り出す。

出土土器（第ll～19図，図版5～11)

本遺跡から出土した土器には壺形土器・襄形土器・鉢形土器・高杯形土器がある。すでに述

べたように，尾根上で検出された住居跡および土擴からの出土土器は各々少量であり，床面直

上に遺棄(')された資料で図化されるほどのものはない。しかし,SKO3および貝塚からは多量の

土器を検出した。ただSKO3の土層状態についてみると，土器の間に貝類の混入が認められ，

貝層からの二次堆積も予想されたが，明確な層位学的区分による個々の取り上げはできなかっ

た。 このため，両者より出土した土器を一括し，個々の形態によってはこの時期の特徴として

分類上難しいものも存在するが，次のように分類を行った（第10図)。なお，個々の土器の特

徴については観察表のとおl)である。

壷形土器(1～4．6～8．44～46．71)

形態から5類に大別が可能である。

A類（44． 71) いわゆる二重口縁である。なお，形態により， さらに2類に細別が可能で

ある。

A! (71) 口縁部は内傾し，外面に波状文をもつ。体部は倒卵形を呈すると思われる。

A, (44) 口縁部は内傾するが，無文と思われる。頚部は長く外反し，体部は球体形を呈し

ている。

B類（45） 口頚部は外反し，端部は丸くおさめる。体部は球体形を呈すると思われる。

C類（8） 口縁部は外反し，端部は平坦である。体部は長く， 底部は丸底状の平底であ
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る。

D類(1～4･6．46) 口縁部径と器高との比がl : 1前後のもので，球体状の体部をも

ち， 口頚部が器高の3分の1近くに達する。鉢形土器B2類に類似する形態のものがみられる

が， 口縁部径・胴部最大径に対して頚部径が小さなものを本類とした。口縁部の形態から， さ

らに2類に細別が可能である。

D! (1～4) 口頸部は外反し，端部は平坦なものと丸くおさめるものがある。底部は平底ま

たは上げ底である。

D2 (6．46) 口頸部は外反し，端部は丸くおさめる。底部は丸底を呈し， 中央部が若干凹

むものと，尖底のものがある。

E類（7） 長頸壺形土器である。口頚部は長く外反し，上方にのびている。体部は球体形

を呈すると思われる。

毒形土器（9． ll． 14～36．48～50･54～66)

形態から6類に大別が可能である。

A類（28．56） 口頚部は外反し，端部は平坦である。器壁は頚部が厚く， 口頸部は薄い。

胴部最大径は上半部にみられ，以下は極端にすぼまっている。

B類形態・調整手法によって3類に細別できる。

BI類(16～18．20．60･62･63) 口頚部は外反し，端部は平坦である。胴部は長胴であ

る。

B2 (19．22．23．30～32．54．55．57～59．61．64) 口頚部は外反し，端部は平坦となっ

ている。体部は倒卵形で，底部は小さな平坦または上げ底である。

B3 (29) 外面にタタキ目，内面に板状工具によるナデがみられる。

C類（9． 14． 15．21 ．24～27．33．48） 器形の大小により， さらに2類に細別が可能で

ある。

C! (14． 15．21．24～27．33) 大型品である。 口頚部は外反し， 端部は尖り気味に丸

くおさめている。体部は倒卵形だが，底部は平底である。

C2 (9･48) 小型品である。 口頚部は外反するが短い。体部は倒卵形だが，平底または尖

底気味の丸底である。

D類(11．49．50．66) 小型品である。 口頚部は外反し，体部中位以下が極端にすぼまる。

底部は丸底または平底である。

E類（36） 外反する口縁部を上方に拡張し，体部は倒卵形である。

F類（34．35．65） 一度外反する擬口縁を作り，その上に再度外反する口縁部をもつ。

鉢形土器（5．10． 12． 13．37～41．47．51～53．67～70）

形態から6類に大別が可能である。

A類(10． 13．51) 口頚部は短く外反し，体部は球体状によく張る。底部は丸底状の平底
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である。

B類（5． 12） 口頚部は短く外反し，端部は丸くおさめている。器壁が全体的に厚く， 底

部は平底である。

C類形態によって2類に細別できる。

C!類(5･47) 壺形土器D類に類似するが， 口縁部形・胴部最大径に比べ頚部径が若干大

きい。

C2類(52) 口縁部径と器高との比が1 : 1前後で， 胴部岐大径よりも口縁部径の方が大き

い。口頸部は外反し，底部は丸底である。

D類（53） 大型品である。 口頚部が外湾し，端部は肥厚している。体部はあまり張らず，

下半部が極端にすぼまると思われる。

E類（37．67） 椀状を呈するもので，底部の形態により， さらに2類に細別が可能である。

E!類(67) 底部が平底である。

E2類(37) 口縁部径と器高の比がl.5: 1前後のものである。底部は平底である。

F類ボール状を呈するものである。形態により3類に細別できる。

B類（68） 底部が尖底状の平底である。

艮類（39～41） 口縁部径と器高の比が1 ： 1前後のもので，底部は尖底状の丸底である。

R類（38．69．70） 口縁部径と器高の比が1．5：1前後のものである。底部は丸底または尖

底状の丸底である。

高杯形土器（72．73）

形態から2類に大別が可能である。

A類（72） 脚柱部は細く，脚部は外反気味に強く開く。透孔は4ヶ所にみられ， 内面には

ラセン状のハケ目を施している。

B類（73） 杯部は口縁部が外反し，杯底部との境に明確な段をもつ。脚部はラッパ状に開

き，透孔は4ヶ所にみられる。端部は杯，脚部とも尖っている。

-12-
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出土土器観察表

かに外反し， 口縁部内外面は横ナデ，頚胎ゴ

呈する。体部部にかけては外面ナデか。

洞径は中位に指頭圧痕を残す。内面は樅色訂

やや丸みをも位のナデ，体部外面は上半焼圃
tHぃ對塁ｲ寺〃､尺11壬下半【十照11

．縁部

臘部は
ロー雨

＝

口住lC至

輻古 1弓

つ。

－23－

NQ 器形 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 琴

1 壷
叺

１
６

●
●

４
２

１
１

径
高

口
器

口縁部は緩やかに外反し，

端部は丸くおさめる。休部

は球体状を呈し， よく張り

底部は小さく若干凹む。

ウ

口端部内外面横ナデ，頚部

にかけてはナデ6体部外面

は細かな縦位のへラ磨き，

内面は，頚部付近横位，体

部から底部にかけては斜位

のへラ削り。

胎土: 1～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：淡黄茶褐色。

焼成：良好。

2 壷
叺

９
５

ｅ
●

２
４

１
１

径
高

口
現

口縁部は緩やかに外反し，

端部は矩形を呈する。体部

は球体状を呈し，岐大胴径

は体部中位より，やや上方

にある。底部は小さい。

口端部内外面横ナデ，頚部

にかけては外面縦位の細か

なへラ磨き，内面は板状工

具によるナデ。体部外面は

縦位の細かなへラ磨き，内

面は，頚部付近横位，体部

から底部にかけて斜位のへ

ラ削り。

胎土: 1～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：黄樋色。

焼成：良好。

3 壺
叺

６
０

。
●

３
４

１
１

径
高

口
器

口縁部は緩やかに外反し，

端部は矩形を呈する。体部

は球体状を呈し， よく張る

底部は'1､さい。

◎

口端部内外面横ナデ，頚部

にかけては外面縦位の板状

工具によるナデ，内面はナ

デ6体部外面は細かな縦位

の刷毛，内面は斜位のへラ

削り

胎土: l～3mm程度の砂

粒を多含。

色調：赤褐色～淡黄褐色。

焼成：良好。

4 壷
叺

口径(推） 15．5

現高 8．2

口縁部は強く外湾気味に外

反し，端部は矩形を呈する。

口端部内外面横ナ完頚部

にかけては外面縦位のナ天

内面は粗い横位の刷毛。体

部外面は，やや粗い縦位の

刷毛，内面は斜位のへラ削

り ◎

胎土: 1～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：略黄褐色～赤褐色。

焼成：良好。

5 鉢
Ｑ

４
２

●
●

２
１

１
１

径
高

口
器

口縁部は直線的に外上方に

開き，端部は矩形を呈する。

体部は球体状を呈し，妓大

胴径は頚部直下にある。底

部は'1､さくやや凹む。

口端部内外面横ナデ，頚部

にかけては内外面とも横位

の細かいへラ磨き。体部外

面は頚部より中位にかけ横

位の，底部にかけては縦位

の細かいへラ磨き。内面は

頚部付近横位，底部にかけ

ては縦位のへラ削り。

胎土: l～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：黄樋色～暗茶褐色。

焼成：良好。

6 壷
叫

現高12.5 口縁部は強く外反して短

く外上方にのびる。体部は

球体状を呈し，底部にかけ

てやや尖る。底部は極わず

かに世存し凹む。

口縁部外面斜位の刷毛目を

残す。体部外面は一部斜位

ないし縦位の刷毛目を残す。

内面は斜位のへラ削り，底

部付近に指頭による押圧痕。

胎土: 1～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：赤褐色。

焼成：良好。

7 長頚

壷

E

口径(推） 9．3

現高 15．5

口縁部は直線的に外上方に

長くのび，端部は丸くおさ

める ｡

口端部内外面横ナデ。口縁

部外面は中位まで細かな縦

位の刷毛，頚部にかけては

縦位の刷毛後細かな縦位の

へラ磨き。内面は，細かな

横位の刷毛。

胎土: 1mm未満の砂粒を

含む。梢良。

色調：赤褐色～暗黄褐色。

焼成：良好。
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粒を多含。

－24－

9 盤
Ｑ

現間 12.0

体部はややI'1腱で岐大胴径

は中位にあり，底部にかけ

てやや尖る。

口縁部内面細かなへラ磨き。

休部外面は中位にかけて細

かな縦位のへラ解き。底部

にかけては細かいヘラナ禿

内面は縦位のへラ削り。頚

部付近に指頭圧痕。

胎土: 1-－2mm程度の砂

粒を多含。

色調：淡赤褐色。

焼成：良好。

10 鉢
Ａ

口僅(推) 12.6 口縁部は短<III線的に外上

方に開き，端部は矩形を呈

する。休部は雌大従にかけ

て緩やかにカーブし，下半

に続く。

口端部内外面は横ナデ，頚

部より体部にかけての外面

は細かな繼位の刷毛。 口縁

部内面は細かな横位の刷毛，

体部内面は頚部付近横位，

中位にかけて斜位のへラ削

り

胎土: 1～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：暗赤褐色。

焼成：良好。

11 蕊

D

口縁部は
I‐

〈 」 'i:状に屈曲

して外上方に|淵き，端部は

丸くおきめる。休部は緩や

かにカーブして妓大胴径付

近に続く。

体部外面へラナ武内Im"

位のへラ削り。頚部付近に

指頭圧痕。

胎土： 1～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：暗黄褐色～階赤禍

色 。

焼成：普通。

12 鉢

B

口礒10．5

器尚 13．5

口縁部は卸〈外湾気味に外

反し，端部は丸くおさめる。

体部はやや催胴｝;！で妓大胴

径は体部下半にある。底部

は平底で小さい。

口縁部内外面横ナデ。休部

外面は頚部付近ナデ， 中位

より底部にかけ細い縦位の

刷毛，底部付近は横ナデ。

内面は斜位又は縦位のへラ

削I)。底部外面横ナデ。

胎土： 1～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：明榿色～淡黄樋色。

焼成：良好。

外面に煤付着。

13 鉢
Ａ

、径 16.6

現尚 14．5

口縁部は短く緩やかに外反

し、端部は矩形を呈する。

体部は球体状を呈し底部へ

続く。底部は平底状で'1､さ

い◎

口端部内外面横ナデ。 口縁

部内面粗い横位の刷毛後ナ

デ
デ
体部外mは斜位の板ナ

内面は頚部付近横位，

底部にかけては斜位又は縦

位のへラ削り。

胎土： 1～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：赤褐色～暗黄褐色。

焼成：良好。

14 蕊
ｑ

口径 13．6

現商 12．4

口縁部は緩やかに外湾気味

に外反し, '11ほどでやや肥

厚し，端部は丸くおさめる。

体部は中位にかけ緩やかに

カーブし，下半にかけては

やや直線的にすぼまる。

口縁部内外面横ナデ。休部

外面は粗い縦位の刷毛，内

面は斜位又は縦位のへラ削

り。頚部内面にわずかに指

頭圧痕。

胎土: 1～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：赤褐色～暗黄褐色。

焼成：菩通。

外面に煤付着。

15 喪
Ｑ

口従(推) 14.2

現商 7．7

口縁部はやや外漉気味に外

反し，端部は丸くおさめる。

休部は'l'位にかけ緩やかに

カーブして下る

口端部内外面及び'二l頚部外

面横ナデし, I｣縁部内面は，

やや粗い横位の刷毛。休部

外面は，細かな縦位の刷毛

内面は頚部付近横位，中位

にかけ斜位のへラ削り。

胎土: l～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：赤褐色。

焼成：良好。

16 蕊
日

口従(") 16.2

現商 10．2

口縁部は
ｒ

〈 』 '；:形に脇曲

し外上〃にのび中ほどでや

や肥厚する。端部は矩形を

呈する。休部は緩やかに力

一ブして開く。

口縁部内外面横ナデ，休部

外面は板ナデ。内Iiiは頚部

付近斜位， ‘'1位にかけ縦位

のへラ削り。

胎土: 1～3mm程度の砂

粒を多含。

色調：明赤褐色。

焼成：良好。

外面に煤付若。
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而横ナテ3， 口縁部内面栂 粒を多含。
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18 "

B!

I

口径 14．9 口縁部は
「

〈 」 字形に強〈

刷曲し，外上方にのび中ほ

どでやや肥厚する。端部は

矩形を呈する。体部は緩や

かにカーブし，大きく開く ◎

口端部内外面及び口縁部外

面横ナ気及び斜位のナ完

内面は細かな横位の刷毛。

頚部外面縦位及び斜位の細

かな刷毛。体部中位にかけ

て縦位の刷毛。休部内面は

斜位及び横位のへラ削り。

頚部外面にへう状工具によ

る刺突文。

胎土： 1～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：赤褐色～暗黄褐色。

焼成：良好。

外面にわずかに煤付蒲。

19

２

蕊
Ｂ

口僅(推) 13.1

現商 17．3

口縁部は
「

〈 」 字形に緩や

かに外反して上方にのび，

端部は矩形を呈する。休部

はやや倒卵形を呈し，股大

胴径は休部中位付近にある。

口端部内外面横ナデ。口縁

部内外面組い横位の刷毛後

ナデ。休部外面は棚い縦位

の刷毛後ナデ。内面は，縦

位のへラ削り。頚部付近に

指頭圧痕。頚部外面に列点

文 。

胎土: 1～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：赤褐色。

焼成：良好。

20 蕊
＆

'二I従(推) 15.6 口縁部は
「

〈 」 字形に強〈

屈曲し，外上方にやや肥厚

してのび，端部は矩形を呈

する。休部は緩やかにカー

プして開き下方に続く。

口端部内外面横ナデ。 口縁

部外面細かい縦位の刷毛，

内面は細かな横位の刷毛。

休部外面は細かな凝位の刷

毛、内面は頚部付近及び中

位にかけ斜位のへラ削りを

行うが削りの方向が異なる。

胎土: l～2m耐程度の砂

粒を多含。

色調：淡赤褐色～淡黄褐

色

焼成：普通。

体部外面にわずかに煤付

済 ◎

21 蕊
ｑ

口隆(推) 16.7 口縁部はやや肥厚して垂直

気味に短く立上った後緩や

かに外反し端部は丸くおさ

める。休部はやや直線的に

外下方に開く。

口端部内外面横ナデ。口縁

部外面粗い縦位の刷毛．内

面はやや粗い横位の刷毛後

ナデb休部外面は縦位を基

本として一部横位の細かい

刷毛，内面は斜位のへラ削

り 。

胎土: 1mm程度の砂粒を

多含。

色調：淡亦褐色。

焼成：良好。

22

２

蕊
Ｂ

口僅 15．1

現溺 13．5

口縁部は強く外反して外上

方にのび，端部は丸くおさ

める。休部は中位にかけ丸

くカーブし股大胴径付近は

よく張る

口端部内外面横ナデ。 口縁

部外面はやや粗い縦位の刷

毛後中位までナデ滴してい

る。内面はやや粗い横位の

刷毛。休部外面はやや粗い

縦位及び斜位の刷毛，内面

は頚部付近やや粗い斜位の

刷毛後縦位のへラ削り。 ‐ド

方にかけては縦位のへラ削

l)。頚部付近に指頭圧痕。

胎土: 1～2mm程度の砂

粒を多含。

仏調：赤褐色。

焼成：良好。

口頚部．体部外面に煤付

蒲

23

２

蕊
Ｂ

口佳(推) 12.6 口縁部は緩やかに外湾気味

に外反して上方にのび，端

部は矩形を呈する。

口端部内外面は横ナデ6口

縁部外面縦位の刷毛，内面

はやや雑な横位の刷毛。

胎土: 1mm程度の砂粒を

含む。

色調：暗赤褐色。

焼成：良好。

24 蕊

C!

’

口礒(推) 19．2

現商 16.7

口縁部は
「

〈 」 字形に強〈

屈曲して外上方にのび，端

部は丸くおきめる。休部は

緩やかにカーブして中位肢

大胴径付近でよく張I),下

方に続く。

口端部内外面横ナデ， 口縁

部内外面ナデ6休部外面は

斜位のヘラナデ，内面は斜

位から縦位のへラ削l)。頚

部内面付近にへう状工具に

よるナデの痕跡。

胎土： 2～4mm程度の砂

粒を多含。

色調：赤褐色～暗黄褐色。

焼成：普通。

口頚部，休部外面に煤付

着 。



’ 口 口
部は丸くおさめる。 則部よ

内前 色

はへう削り。

芯 0

'321 蕊 ’ ’ ’
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26 蕊
Ｑ

口縁部は
I‐

〈 」 'i:形に111曲

して外上〃に直線的にのび．

端部は丸くおさめる。休部

はあまり開かず，下ﾉjへの

びる 。

口端部内外mi及び口頚部外

面横ナデ。体部外面は粗い

縦位の刷毛後ナデか。内面

は斜位のへラ削り。 口頚部

内面指頭圧痕。

胎土: 1～2mm梶度の砂

粒を多含。

色調：暗赤褐色～暗黄禍

色

焼成：普通。

口頚部，休部外面に煤付

滴 。

27 蕊
Ｇ

口径 15.3

器高26.1

口縁部は緩やかに外反して

外上方にのび，端部は距形

を呈する。休部は砲抑形を

呈し，岐大胴従は中位より

やや上ﾉjにあり， あまり雛

らない。底部は平底となる。

口端部内外面横ナデ。 「｣縁

部外Im縦位の刷毛で頚部付

近はナデ淵す。内面は横位

の刷毛で部分的にへう隣き。

休部外側は堆本的に粗い縦

位の刷毛で，頚部直下付近

は後に細かい斜位の刷毛，

さらにその上を部分的Iこナ

デる。内面は斜位から縦位

のへラ削り。頚部付近に櫛

歯状工具による刺突文。

胎土: 1～2mmの砂粒を

多含。

色調：赤褐色～黒褐色。

焼成：良好。

l]頚部，体部外面に煤付

清。休部中位下半のlか

所に外側から内側へ焼成

後の穿孔。

28 蕊
Ａ

口径 19.1

器高22．8

口縁部は肥I1ﾒして緩やかに

外反して外上〃にのび，端

部はやや外方にI11曲し，矩

形を呈する。休部は例卵形

を呈し，岐大胴径は中位よ

I)上部にある。底部は平底

でわずかに丸みをもつ。

口端部外面及びI1縁部外面

横ナデ， 口絨部内1mは樅位

の刷E後ナデ。休部外面は

細かな縦位及び斜位の刷毛，

内miは斜位から縦位のへラ

削り。底部外面刷毛。

胎土: 1～2mm催度の砂

粒を多含。

色調：赤褐色。

焼成：良好。

口縁部及び体部外面に煤

付蒲

29

３

蕊
Ｂ

現商33．0 口縁部は緩やかに外反する。

休部は優胴で岐大胴従は中

位にある。底部は平底とな

る

休部外面は頚部より中位に

かけ右上りないし横位の叩

詮
ー● この後部分的に細かな

縦位の刷喧･中位よ!)底部

ifi上にかけて叩き後の細か

な縦位及び斜位の刷毛。内

面は斜位から縦位の板状工

具によるナデ。

胎土: l～4mm程度の砂

粒を多含。

色調：暗赤褐色。

焼成：良好。

30

２

蕊
Ｂ

６
５

５
８

１
２

径
高

口
器

口縁部は緩やかに外反して

外上方にのび，端部は矩形

を呈す。休部はやや例卵形

を呈し，妓大胴径はほぼ中

位にある。底部は平底とな

る

i｣線部及び口縁部内外面横

ナデ。休部外l力iは斜位から

縦位の細かい刷毛。内miは

斜位から縦位のへラ削り。

口縁部に浅い1条の凹線を

廻す

’

’
｜

｜
’

胎土: l～4mm程度の砂

粒を多含。

色調：略赤褐色。

焼成：良好。

休部外面に煤付蒲。

31

２

喪
Ｂ

口径(推) 15.6

器高 30．0

口縁部は緩やかに外j史して

外上方にわずかに内肥して

のび，端部は矩形を呈する。

休部はやや例卵形を呈し，

妓大胴径は中位ほどにある。

底部は'1､さく凹む。

口端部内外ihi及びL1緑部外

而横ナデ。 口緑部内miナ気

体部外imは細かな縦位の刷

毛後ナデ。内部は斜位及び

縦位のへラ削り。 ！|'位ほど

より削りの方Ihjが異なる。

頚部内面にナデ痕。

胎土: l～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：赤褐色～暗褐色。

焼成：良好。

休部外面に煤付着。
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33 蕊
ｑ

口径(lt) 11.6

現商 12．0

口織部は外反して外上方に

のび,端部は丸くおさめる。

休部は緩やかにカーブして

外~ド方に開きのびる。岐大

胴径部はあまI)張らない。

口端部内外面及び口縁部内

面横ナデ， 口縁部外面細か

い刷毛後ナデ。体部外面は

細かい縦位の刷毛で一部横

位の刷毛。内面は縦位のへ

ラ削り。頚部付近指頭圧痕。

胎土: 1～3mm程度の砂

粒を多含。

色調：淡赤褐色。

焼成：良好。

口縁部外面に煤付若。

34 蕊
Ｆ

口縁部はいわゆる二亜口縁

で，短く外反した擬口縁が

さらに外上方にやや肥厚し

てのび，端部は丸くおさめ

る

口端部内外面及び口縁部外

而横ナデ，内面は細かな横

位のへラ磨き。頚部下半は

へラ削り。

胎土: l～2mm程度の砂

粒を含む。

色調：黄栂色～明赤褐色。

焼成：良好。

35 甕
Ｆ

I｣縁部はいわゆる二亜口縁

で短く外反した擬口縁より

さらに外上方にやや外湾気

味に外反して上方にのび，

端部はわずかに外方に屈曲

し，丸くおさめる。擬口縁

部は外下方にわずかに拡張。

I]端部よl)頚部にかけ内外

面とも横ナデ。

胎土: 1mm未満の砂粒を

含む。糒良。

色調：菰灰色～黒褐色。

焼成：良好。

口縁部外面に煤付着。

蕊
Ｅ

口径(推) 14.2 口縁部はいわゆる二頭口縁

で煙く直線的外上方にのび

た擬口縁よりさらに垂面気

味に短く立上り，端部は平

鯉となる。休部は緩やかに

カーブした下方に開くが，

胴はあまり張らない。

口端部より頚部にかけ内外

面とも横ナデ。休部内面斜

位のへラ削り後ナデ。

胎土: 1～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：略褐色～暗黄褐色。

焼成：普通。

口縁部及び休部外面煤付

消。二次焼成を強く受け

る 0

37

２

鉢
Ｅ

口径(推） 16．4

器高 6．7

底部はやや凹凸を有する平

底で，休部にかけては緩や

かにカーブする。休部は緩

やかに内湾して立上り， 口

端部はやや尖る。

口端部内外面横ナデ。休部

及び底部外面ナデ，内面は

横位のへラ削り。体部と底

部との境付近に指頭圧痕。

胎土: 1～3mm程度の砂

粒を多含。

色調：赤褐色。

焼成：普通。

38 鉢

1

R

口径 17．5

器高 8．8

底部は槙'1､さく尖底気味と

なる。休部にかけては緩や

かにカーブする。休部は緩

やかに内湾して立上り， 口

端部はやや内傾し，丸くお

きめる。

口端部内外面横ナデ。体部

外面は縦位のナデ6内面

体部， 中位にかけては横位

のナテも底部は縦位のナ気

胎土: l～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：淡赤褐色～淡黄褐

色

焼成：良好。

39 鉢
喝

口隆(") 11.8 体部はやや内湾気味に外上

方にのび， 口端部は丸くお

さめる。

口端部内外面横ナデ。体部

外面はやや粗い縦位の刷毛，

内面は横位のへラ削I)。口

端部血下に浅い1条の凹線

を廻す。

胎土: l～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：淡赤褐色～暗黄褐

色

焼成：良好。

40 鉢
日

口佳 14.3 1休部は緩やかに内湾して立
現商 8.3 1上り， 口端部はやや内傾し

て九くおさめる。

口端而横ナデ。休部外面縦

位の刷毛。佃し口端部より

II1位と底部付近の調整具は

異なる。内面は口端部より

中位にかけ斜位の刷毛，底

部にかけては斜位のへラ削

り

胎土： 1～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：暗黄褐色～淡赤褐

色

焼成：良好。
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42 底部 底従 3．3 底部は平底で'1､さくやや凹

む。体部にかけては緩やか

にカーブする。

体部外面細かな縦位の刷毛，

内面は斜位のへラ削I)。底

部外面不定方IIIIへの細かな

刷毛。

胎土: 1～2mm礎度の砂

粒を多含。

色調：茶禍色。

焼成：普通。

43 底部 底従 5．7 底部は平底でやや丸みをも

つ。体部にかけては緩やか

にカーブする。

体部外面はやや粗い縦位の

刷毛。内面はヘラナデ。底

部外面へラナデ。

胎土： 1～3mm職度の砂

粒を多含。

色綱：淡亦褐色～黄褐色。

焼成：普通。

44
一日命

認［

A 2

擬口縁従(推）

14．5

現商 18．3

いわゆる二重口縁（袋状口

縁）になるもので， 口縁部

は直立気味に立上った後

緩やかに外湾して外上方に

のび，擬口縁端部は矩形を

呈し、端部内面はやや凹む。

体部は球体形を呈し，最大

胴径付近は強く張る。

擬口縁端部内外面横ナデ，

口縁部外miは縦位の賠文風

へラ磨き、内面はナデ。頚

部内面にはしぼり目及び指

頭圧痕を残す。休部外面は

縦位の暗文風へラ磨き。内

面は中位にかけ横位の板ナ

天下半は縦位のへラ削り。

擬口縁端部内面に接合痕を

残す。 また口縁部より休部

にかけての外面丹砿り。

胎土: l～2mm程度の砂

粒を含む。精良。

色調：赤褐色～暗黄褐色。

焼成：良好。

貝塚上面。

45
。凸が

鍵［

B

口隆(推) 12.5

現高 11．9

口縁部は緩やかに外反して

外上方にのび端部は丸くお

さめる。体部は大きくカー

ブして下方にのび，妓大胴

陸付近は強く張る。

口端部及び口縁部内外面は

横ナデ。体部外面は上位は

やや粗い縦位の刷毛後ナ夷

中位より下位はやや細かな

縦位の刷毛。休部内面は横

位から縦位のへラ削り。体

部外面中位直上に刷毛状工

具による波状文。

胎土: 1～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：淡黄褐色。

焼成：良好。

貝塚下面。

46
－ 0ヶ

魏f

， 2

口径(M) 14．4

器商 14.2

口縁部はほぼ直線的に外上

）jにのび，端部は丸くおき

める。休部は球体形を呈し，

胴はよく張る。底部は極わ

ずかに道存するのみで，や

や凹む。

口端部内外面横ナデ。 I]"

部外面下半縦位のへラ磨き，

内面は細かい横位の刷毛。

体部外面は細かい縦位の刷

毛後細かい縦位のへラ磨き。

内面は頚部付近指頭による

押圧，中位付近ナデ。

胎土: lmm未満の砂粒を

含む。精良。

色捌：淡亦褐色～淡黄褐

色

焼成：良好。

貝塚中。

47 鉢
Ｇ

口経 13．1

器商 12.5

口縁部は
「
く 」 字形に外湾

気味に外反してのび端部は

矩形を呈する。体部はあま

り張らず，最大胴径は中位

よりやや上にある。底部は

極小さく凹む。

口端部及び口縁部内外的i横

ナデ。頚部外面は縦位のナ

デ。休部外面は縦位のヘラ

ナデ， 内面は斜位から繼位

のへラ削り。

胎土: 1～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：略黄褐色～淡赤褐

色

焼成：良好。

二次焼成を受けたため器

面剥落が箸しい。
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49 蕊
，

口径(lif) 12.2

器間 11．6

'二l縁部は緩やかに外反しの

びる。休部は倒卵形状を呈

し，雌大胴径は!''央付近に

ある ◎

口頚部は内外面横ナデ。体

部は外面へラ磨き，内面は

斜位のへラ削I)。 また口縁

部より休部にかけての外面

は丹蛾り。

胎土： 2～4mm程度の砂

粒を多含。

仏調：赤禍仇。

焼成：良好。

貝塚上面。

50 蕊
，

にI径(推) 11.9

現商 5．7

口縁部は
「

〈 」 字形に外反

し．端部が若干細い。体部

は球体状を呈し，岐大胴径

は上半部にある。

口頚部は内外面横ナデ。体

部は外耐荒いへラ磨き，内

面は斜位のへラ削I)｡

胎土: 1～2mm程度の砂

粒を含む。

色調：暗黄褐色。

焼成：良好。

貝塚下面。

51 鉢
Ａ

口径(") 13.2

現高 7．2

口縁部は緩く外反し，端部

は丸くおさめる。頚部に沈

線状の段を有し，休部はや

や張る。

口頚部は内外面横ナデ。体

部は外面縦位へラナデ， 内

面は縦位のへラ削り。内面

頚部下〃に貼付け痕を強す。

胎土： 1～2mm程度の砂

粒を含む。

色調：暗黄褐色。

焼成：良好。

貝塚上面。

52

２

鉢
Ｃ

口径(推) 14.9

現i高 9．1

口縁部は緩く外反し，端部

は丸くおさめる。休部は緩

いカーブを呈する。

口頚部は内外面横ナデ。体

部は外面縦位板ナデ，内面

は上半が横位，下半が縦位

のへラ削り。

胎土： 】～2mm程度の砂

粒を含む。

色調：黄褐色。

焼成：良好。

貝塚中。

53 鉢
，

口径(推） 20．3

現高 7．4

口縁部は緩く外反し，端部

は若干肥厚する。休部はあ

まり張らず，妓大胴径は上

半部にある。

口縁部外面は横ナデ，内面

は横位のへラ磨き。休部は

外面は縦位のヘラナデ．内

面は削りの上に荒いへラ磨

き

胎土： 】～3mm程度の砂

粒を多含。

色調：暗赤褐色。

焼成：良好。

貝塚中。

54

２

蕊
Ｂ

口径 16．3

現高 10．0

口縁部は強く外反し，端部

は平蝿気味を呈する。休部

は頚部よI)緩やかにカーブ

して開き、下方につづく。

口縁部外面は上半が横ナ気

下半は縦位刷毛，内面は横

位刷毛の上を荒いへラ磨き。

休部は上部が横位，下部は

縦位の刷毛を施し， その上

に荒いへラ磨き。内面は斜

位のへラ削り。

胎土： 2～4mm程度の砂

粒を多含。

色調：暗赤褐色。

焼成：良好。

貝塚中～下。

55

２

蕊
Ｂ

口径 12．7

現高 10．7

口縁部は外反し，端部は平

拠状を呈する。休部は頚部

より大きくカーブして開き，

-ドﾉjにつづくがlI部が若干

張る

口縁部は内外面横ナデ。体

部は外面縦位のヘラナデ，

内面は斜位のへラ削り。頚

部は櫛歯状工具による刺突

文

胎土： 1～4mm程度の砂

粒を多含。

色調：暗赤褐色。

焼成：良好。

貝塚中。

56 喪
Ａ

I]径 17．4

現商 18．7

口縁部は外反し， 口頚部の

器壁は厚い。端部は平坦父

味を呈する。休部は倒卵形

状で雌大胴径は上半部にあ

る

口端部は横ナデ。口頚部外

面縦位刷毛，内面は横位の

荒いへラ膳き°休部は外面

縦位刷毛，内面は斜位へラ

削I)

胎土: 1～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：暗赤褐色。

焼成：良好。

貝塚中。

57

２

蕊
Ｂ

口径 15．2

現商 10．6

口縁部は外反し， 口頚部の

器壁は厚い。端部は丸くお

さめる。休部は頚部より緩

やかにカーブして開き，下

方につづく。

口端部は横ナデ6口頚部外

面は縦位刷毛後横ナデ，内

面は横位刷毛後横ナデb休

部外面は斜位刷毛，内面は

下方が縦位，上方は斜位へ

ラ削り。頚部には沈線状の

段をもつ。

胎土: l～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：赤褐色。

焼成：良好。

貝塚上面。



口’ 皿
色調：赤禍色～蝋褐色。は頚部より大きくカーブし

て開き，下〃につづく。肢

大脳徒は中位にあり， よく 削り

張る

’581 鉢|長
』R l If手璽

口端部内外直

面卜半梧箔に 粒を多含。

－30－

59

２

甕
Ｂ

口径(推) 21.5

現高 18．4

口縁部は外湾筑味に外反し，

端部は平蝋状を呈する。体

部は頚部より大きくカーブ

して開き，下方につづく。

岐大胴僅は中位にある。

口頚部は内外面共に刷毛。

休部は外面斜位刷毛後，縦

位の荒い刷毛。内面は下万

が縦位のへラ削り，上方は

斜位のへラ削り。

胎土: 1～2mm礎度の砂

粒を含む。

色i淵：賠就禍色。

焼成：良好。

貝塚上、。

60 甕
日

口径(推) 17．3

現高 5．9

口縁部は外湾気味に外反し，

端部は平蝿を呈し, 1条の

擬凹線を入れる。休部は頚

部より大きくカーブして開

〈

口頚部は内外面共に横ナ気

体部は外面板ナデ，内面は

指頭圧痕を有する。頚部下

方には接合痕を残す。

胎土: 1～3mm程度の砂

粒を含む。

色調：赤禍色。

焼成：良好。

貝塚上面。

61

62

嚢
＆

蕊
日

２
１

ａ
Ｌ

１
１

推径
高

口
現

口径13.2

現高 10.5

口縁部は外反し，端部は平

坦を呈する。休部は頚部よ

り緩くカーブし，下〃につ

づく

口縁部は外漉気味に外反し，

端部は若干凹み気味。休部

は頚部より緩くカーブして

開き，下〃につづく。

口頚部は内外面共に横ナ気

体部は外面ナデ，内面は斜

位のへラ削り。頚部には沈

線状の段を有する。

口頚部は外面横ナデ，内面

はナ天体部は外面板ナ気

内面は斜位のへラ削り。 口

頚部に数条の条線を有する。

胎土： 2～4mm程度の砂

粒を多含。

色調：賠茂褐色。

焼成：良好。

貝塚上面。

胎土: 1～2mm程度の砂

粒を含む。

色調：赤褐色。

焼成：良好。

貝塚上面。

63 蕊
＆

３
ｌ

ｂ
●

７
５

１
２

径
高

口
現

口縁部は外反し，端部は若

干凹み気味○休部は頚部よ

り緩くカーブして＃Mき，下

方につづく。

口頚部は内外面横ナデ後，

外面に暗文状のへラ磨き。

体部は外面縦位板ナ売内

面は斜位へラ削り。

胎土： 2～4mm程度の砂

粒を多含。

色調：赤褐色。

焼成：良好。

貝塚中。

64

２

甕
Ｂ

８
４

①
●

８
６

１
１

径
高

口
現

口織部は外反し，端部は平

出気味。休部は頚部より緩

くカーブして開き，若干張

る ◎

口頚部は内外面横ナデ。休

部は外面斜位刷毛，内面は

斜位へラ削り。

胎土: 1～3mm程度の砂

粒を多含。

色調：赤禍色。

焼成：良好。

貝塚中。

65 蕊
Ｆ

口径(推) 12.0

現高 7．9

口縁部はいわゆる二亜口縁

で，厩〈外反した擬口縁部

上にさらに外上方に外反し

てのびる口縁部を付す。体

部は頚部より緩くカーブし

て下方に続く。

口頚部は内外面共に横ナ気

体部は外面縦位へラナデ，

内面は斜位へラ削り。

胎土: 1～2mm程度の砂

粒を多含。

色調: llll菰褐色。

焼成：良好。

貝塚上面。

66 鉢
，

口径(推) 12．4

現高 9．0

口縁部は緩やかに外反して

外上方にのび，端部はやや

尖る。休部はあまり張らず，

ﾙ1部よりif〔線的に下方につ

づく

口頚部外面は，やや粗い縦

位の刷毛後横ナデ，内面は

横ナデ6体部外面は，やや

粗い縦位の刷毛，内面は斜

位のへラ削I)。

胎土: 1～3mm榊奨の砂

粒を多含。

色調：黄褐色。

焼成：将通。

貝塚上耐。

67 鉢
且

器高 7．9 底部は平底でやや丸みをも

つ。休部にかけては強く内

湾して立上り、休部はやや

内湾気味に上方にのび， 口

端部は内傾する。

口端部内外面ナデ，休部外

面は細かい継位の刷毛。内

面は縦位のへラ削り。

胎土: 1～3mm程度の砂

粒を多含。

色調：淡亦禍色。

焼成：良好。

貝塚下面。



I｡J
邪は内

口端部

’
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69 鉢
Ｒ

口僅(If) 19.3 底部より体部にかけては緩

やかにカーブし，休部は内

湾気味に立上って上方にの

び， 口端部はわずかに平坦

面を作る。

口端部内外面は横ナデ。休

部外面はやや粗い斜位の刷

毛，内面は上位やや細い横

位の刷毛，下半は刷毛後の

ナデ。

胎土: l～3mm程度の砂

粒を多含。

色調：淡赤褐色～淡黄褐

色

焼成：普通。

SKO3, 貝塚上面。

70 鉢
Ｅ

口径(if) 13.5 底部と体部との境にあまい

稜線を有し，体部はやや肥

厚して外上方にのび， 口端

部はやや尖る。

口端部内外面は横ナデ。休

部外面は細かい縦位の刷毛

底部にかけては斜位のへラ

削り。内面は縦位及び横位

の刷毛。

胎土: 1～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：淡赤褐色。

焼成：良好。

貝塚上面。

71 壺
恥

いわゆる二重口縁の擬口縁

I)内傾して立上るものてく

端部はやや外面に拡張し，

上面は平坦となる。

口縁部内外面とも横ナデ。

口縁部外面に2段にわたつ

て櫛描き波状文を施す。

胎土: 1～2mm程度の砂

粒を多含。

色調：暗黄褐色～淡亦禍

色 ｡

焼成：良好。

貝塚上面，中

72 高杯

A

脚端径(推）

13．2

脚部は，脚柱部より強く屈

曲して外下方に開き，端部

は丸〈おさめる。

端部内外面及び脚部外面は

横ナデし，内面は板ナデ。

脚部4か所に外側から内側

へ穿孔した円形透し。

胎土: 1～3mm程度の砂

粒を多含。

色調：暗茶褐色。

焼成：普通。

貝塚上面。

73

I

高杯

B

４
６

●
●

３
６

２
１

径
高

口
器

杯底部は外上方にのび，休

部との境は明瞭な稜線を有

す。体部は強く外反して外

上方にのび，端部は丸くお

さめる。脚部は強くラッパ

状に開き，端部はやや尖る。

口端部内外面横ナデ。休部

外面は細かな横位の刷毛か

ら縦位の刷毛。内面は細か

な横位の刷毛、杯底部外面

は縦位の刷毛，内面は縦位

の刷毛後磨状のナデ。脚部

は端部内外面横ナデ，脚柱

部外面縦位の刷毛，内面指

頭による押圧，脚裾部外面

刷毛後のナデ，内面ナデ。

裾部に焼成後の円孔を4か

所穿つ。

胎土: 1～3mm程度の砂

粒を多含。

色調：赤褐色。

焼成：良好。

貝塚上面，中 ◎



(V) ま と め

本遺跡の発掘調査によって，住居跡(SBO1) 1,土蛎2 (SKO2, 03)及び貝塚を検出した。

このうち， 土器が多量に出土した土擴(SKO3) と貝塚からは， 弥生時代後期後葉の土器の一

括資料を得ることができた。 この一括資料の詳細については前述したとおI)である。近年，広

島湾岸における開発に伴って，発掘調査の件数が増加しており，弥生時代後期後半の集落跡や

土器の様相が次第に明らかになりつつある。なお，本泄跡がある石内川流域において当該期の

遺跡が調査されており， その成果の報告が期待されている。 しかし，未調査の遺跡も多いため

本遺跡と周辺遺跡とのあり方について若干を述べるにとどめ， ここでは主に本遺跡から出土し

た土器について述べてまとめとしたい。

（1）遺構について

本遺跡において検出した遺構のうち，住居跡(SBO1)及び土塘(SKO2)は，遺物が皆無に

等しいため， 土器が多量に出土した土塘(SKO3)及び貝塚との関係については同時期とする

積極的理由には乏しい。 しかし，本遺跡では他の時期の遺構や遺物が出土していないこと，各

遺構の立地や性格からすると，各遺構が別々に成立したとは考え難く， これらの遺構は同時期

のもので，生活単位として有機的に結びついていると考えられる。すなわち，本遺跡は住居跡

及びこれに付随する貯蔵穴， 貝塚からなりたっているといえる。なお，埋葬場所は本遺跡の付

近に存在しているとみられるが，現在のところその場所については明らかではない。

本遺跡の周辺における同時期の遺跡としては，本遺跡の東南約900mの丘陵上に浄安寺遺跡

がある。 この遺跡は，丘陵尾根平坦地や丘陵斜面に住居跡約60軒，貯蔵穴6基，土擴墓2基，

土器蓋土塘2基，広場とみられる空地などがあることが調査によって知られている。 また，住

居跡は7つのグループに分けることができるなど，弥生時代後期後葉における集落のあり方を

知るうえで良好な遺跡といえる。このように本遺跡と浄安寺遺跡とは，住居跡の数や構成に大き

な違いが認められる。この違いは1遺跡における人口の違いであり，生産基盤の大きさによる

と考えることができよう。 したがって本遺跡は分村的性格をもつといえよう。

本遺跡の周辺では調査が十分及んでいないため，今後の成果を待たなければ当時の集落の様

相を知ることはできないが，本遺跡のあI)方からすると周辺には，本遺跡と同似， あるいは複

数の住居によって生活の単位を構成する遺跡や，本村的性格をもつ遺跡のあることが考えられ

る。 また， これらの遺跡を包括した血縁及び地縁による結びつきによる社会集団， すなわち，

石内川流域の一支谷である笹利には，谷水田を生産基盤とした弥生時代後期後葉の集落の広が

りがあり，本遺跡はその一部をなしていると考えられる。
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（2）土器について

笹利迫田過跡から出土した土器は， その大半がSKO3および貝塚からである。出土状態は前

述のようにSKO3・貝塚ともに同一斜面上にそれぞれ上下に位置しており， 貝塚内に廃棄され

た土器の一部がSKO3に流入・混在している。この状態は，土擴上の土器群の中に少量の貝類

を検出したことからもうかがえる。 このため, SKO3および貝塚から出土した土器を一括して

扱うことが適当と考えられた。

さて，弥生時代後期～古墳時代初頭，特に安芸地方の土器の編年的研究は，昭和30年代後半

の時点から停滞の感がある。この時点で提示された資料は，安佐北区高陽町上深川遺跡出土の

ものを中心としていた('% これと同様なものは， 太田川下流域を含む広島湾沿岸一帯に分布の

中心がみられるが，過構に伴う一括性の高い資料が少ない。 また，器形の種類が多く，各小水

系毎に土器の様相が若干異なっている。 このため，整理．細分化が進んでいないのが現状であ

る。ここでは， 周辺地域における近年の遺跡調査例をもとに出土状態．形式的変遷などを加味

して，分類比定を試みたい。

当該地域で弥生時代後期中葉～古墳時代初頭の変遷をみると，現状では大きく4時期に分け

ることが可能である。以下，仮に第1～IV期に分けると，第1期は恵木遺跡1号住居跡(2) ．長う

子遺跡1号土嫡(3) ・真亀遺跡D地点住居跡・同1号土嫡(4) ・畳谷遺跡A地点1号住居跡'5) ・同B

地点5号住居跡・王地遺跡土擴(6)・高陽台遺跡群A地点1号土塘(7)．同3号住居跡が該当する(8)。

第II期は西願寺世跡C地点4号土塘墓(9) .長う子遺跡2号住居跡Ⅲ’第III期は芳力谷遺跡3号

住居跡(11) .金平A地点遺跡'卿･西山遺跡1号住居跡'剛･寺迫遺跡1～3号土器棺墓'''% 第IV期は

北山適跡住居跡''3などがある。壺形土器は， 第1期の段階で二重口縁をもつものが出現してく

る。これは， この地域の祖形というべきもので(佃，頚部は強くしまり，胴部は最大径が上半～中

位にみられ， 口縁部の拡張が始まる。口縁部は凹線文を施すもの（畳谷遺跡A地点1号住居跡

例） と無文のもの（水晶城跡B地点1号貯蔵穴例(In)がみられる。第Ⅱ期以後では口縁部の

拡張が著しく進み，外面に波状文・竹管文などを施す。 また， 口縁部が強く内傾するもの（西

願寺遺跡C地点4号土擴墓例） もあり，頚部に刻目凸帯を付す。第1Ⅱ期は口縁部が外反する

ものが出現する（寺迫適跡2号土器棺例)。胴部は倒卵形・球形・楕円形を呈するものがあり，

器形も大型・小型品がみられ， この土器が最も発達する段階である。 口縁部が外反するのみの

ものは，第1期ではそれまでと同様に口縁部に凹線文をもっているが，新たに無文のものが出

現する。第II期はこの無文化が進み，凹線文は施しておらず，胴部も球形を呈するものがある。

．－万，小型品は口頚部が外反し，体部は球体状を呈する （西願寺遺跡C地点土蛎墓例)。底部

は平底と丸底が混在している。第III期は口頚部が外反し，体部は球体状に張るもの（西山遺跡

1号住居跡例）へと変化しており，小型品は器壁が薄くなる。爽形土器は，第1期の段階で胴

部最大径が上半にみられるもの（長う子遺跡1号土嫡例） と中位にみられるもの（真亀遺跡

D地点1号土蛎例）が混在する。両者とも口縁部は若干の拡張を行っており，凹線文を施し
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ている。 また， この時に口縁部が無文のもの（末光避跡群B地点3号土猫例(Im)がある。第11

期では口縁部の凹線文はみられないが，胴部上半近近に，列点文・刺突文・波状文を施す（長

う子遺跡2号住居跡例）が， 第111期に至ると，胴部が倒卵形を呈するものがみられ，胴部上

半の文様もほとんど施さない。 第1V期は長胴で， 頚部の屈曲が強くな<,底部は完全な丸底

化になる （北山遺跡住居跡例)。鉢形土器は， 口縁部が外反するものと，椀状を呈するものが

ある。前者は，第1期では甕形土器に類似しており， 口縁部は若干拡張し，凹線文をもつ。胴

部は最大径が上半にみられ， 口縁部径と器高の比が1 : 1前後となる （真亀遺跡D地点住居跡

例)。一方，後者はこの段階で出現するが，底部は平底を呈している（末光遺跡群B地点3号

土擴例)。第11期以後では，前者としたものは， 口縁部に凹線文を有しているものがなくなり，

無文のみとなる（西願寺遺跡C地点4号土壌墓例)。 また，体部が球体状に張るものがある。

これは壺形土器に類似した器形がみられるが，若干頚部径と口縁部径との比が小さい。 このこ

とから，両者の系統は同一と考えられる。後者とした椀状を呈するものは， この段階で定量的

に存在する。底部は丸底・尖底状の丸底・平底を呈している。第1V期は底部が，すべて丸底

化する。高杯形土器は，第1期のものは杯部が浅く，口縁部径に対して杯部高が3: 1前後とな

る。 また，杯部と脚部の接合は粘土円板貼付手法による （高陽台避跡群A地点1号土塘例)。

第11期以後， この比が2 : 1前後と小さくなI), 口縁部の屈曲も強くなる。このほかに，椀状を

呈する杯部をもつものが第1期で出現している（水晶城跡B地点1号貯蔵穴例)。 これは，鉢

形土器の椀状を呈するものと同じである。

以上， 当該地域の土器についての概観を述べた。本遺跡出土の土器は出土状態・形態・成形

手法により形式的まとまりをもち， なおかつ，連続的な流れをみることができる。すなわち，

I類

壺形土器 A1類．B類･C類．D1類．E類

裂形土器 A類．B類･C2類．F類

鉢形土器 A類．B1類.B2類．D類･E1類．R類

高杯形土器B類

II類

壺形土器 A2類･D2類

襄形土器 C1類('9．D1類．D2類．E類･G類

鉢形土器 C類

高杯形土器A類

の2形式に分類できる。 I類は，壺形土器A1類･D1類，蕊形土器A類･B類，鉢形土器A類．

B,類・B2類･D類に特徴を残している。特に二重口縁をもつ壷形土器，体部が球体状によく張

る小型壺形土器，最大径を胴部上半にもつ変形土器など，第11期に比定できる内容を有してい

る。一方, II類は，胴部が倒卵形を呈する甕形土器に妓大の特徴をもっている。これは第1I1期
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に比定でき，変形土器C!類(24)は類似するものが，寺迫泄跡1号土器棺．西山遺跡1号住

居跡で出土している。次に裂形土器G類としたものは， その分布の中心が中国山地山間部に

みられるもので．I明らかに非在地系の土器側'と考えられる。なお，類例としては，矢ヶ谷遺跡

1号住居跡画．同1号土擴がある。

本遺跡の調査では， 当該地域の弥生時代後期後半の土器編年研究上，好資料を得ることがで

きた。笹利迫田’ ・ II類はこの中で， 後半の様相を示すものと考えられる。 ところで，前述し

たように，本遺跡は石内川流域に含まれ，同地域内においては，水晶城跡，浄安寺遺跡など近

年数例の調査が行われている。いずれも本遺跡に先行・併行する。今後， これらの遺跡出土の

土器を含めて小水系毎の編年作業を行うことにより， 当該地域の編年の確立をはかりたい。
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